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研究要旨 

広大な医療圏を対象に高度先進医療を行う特定機能病院が、将来にわたって持続可能な連携と

人口動向に応じた機能分化を実現するため、広域医療圏でのネットワークを ICT で支援するシ

ステムを構築するための課題について検討した。特定の電子カルテベンダーに依存しない、診療

情報データベースによる「岩手医科大学医療情報連携リポジトリ」を構築し、大学附属病院の患

者の SS-MIX 標準化ストレージと部門システム情報を保存するとともに、異なる電力会社管内の

遠隔地にバックアップを置いた。さらにこのリポジトリをセキュアな通信網の中で被災地の中核

病院と接続し、病院間の診療情報を時系列形式で共有する患者紹介システムを構築し、広域医療

情報連携ネットワークに求められる標準規格や共有する医療情報の範囲、運営方法について検討

した。その結果、リポジトリが切れ目のない連携につながること、多診療科間、多職種間の連携

には、SS-MIX 標準化ストレージに加え、各種文書等の情報の共有が重要であることが示された。 

 

１．研究目的   

本研究の目的は、広大な医療圏を対象に

高度先進医療を行う特定機能病院が、将来

にわたって持続可能な広域医療圏における

連携と人口動向に応じた機能分化を実現す

るため、二次医療圏を超える広域医療情報

連携ネットワークシステムの構築について

検討することである。 

２． 研究方法   

本研究では、「岩手医科大学医療情報連携

リポジトリ」を構築し、患者情報相互参照、

患者基本情報の問い合わせ、施設間ドキュメ

ント情報共有等、地域医療情報連携のための

フレームワークの活用を通して、広域医療情

報連携ネットワークに求められる標準規格や

共有する医療情報の範囲、運営方法について

検討した。また、システムのクラウド化を中

心に、医療機関毎のシステム維持の負担を最

小限にしたシンプルで低廉なシステム構成と

バックアップ機能並びに費用対効果を検討し

た。 

倫理面への配慮 

患者情報を扱うテレビ会議システムとモバ

イルネットワークの利用に関する実証実験で

は患者情報や画像は匿名化し、個人を特定で

きないようにした。医療情報へのアクセスは

VPN と IPSec のシステムを介して行われ、登

録した携帯情報端末を識別するとともにパス

ワード管理によって携帯情報端末の所有者以

外はデータを閲覧できないようにして行った。 

医療情報連携リポジトリの実運用に際して

は、患者本人に対して、研究の目的・方法等

の趣旨、及び個人情報が公表されることがな

いことを明記した文書を提示し、口頭で説明



した上でインフォームドコンセントを得た。

医療情報へのアクセスは VPN システムを介し

て行われ、登録した情報端末を識別するとと

もに、研究者の管理はパスワードによって行

われた。 

 

３．研究結果   

１）「岩手医科大学医療情報連携リポジトリ」

の構築 

「岩手医科大学医療情報連携リポジトリ」

を完全免震構造と非常用発電設備を有する大

学施設内に設置し、大学附属病院の患者の

SS-MIX標準化ストレージと部門システム情報

を保存するとともに、データ保全のため、非

可逆的圧縮を施して、異なる電力会社管内の

遠隔地に開設したバックアップセンターにも

保存した。これは特定の電子カルテベンダー

に依存しない、診療情報データベースによる

連携リポジトリである。 

平成 26 年 12 月末時点での蓄積患者数は

180,836 人で、容量にして 70TB であり、容量

の 99%は画像情報に関連するものであった。 

２）医療情報連携リポジトリを用いた患者紹

介システム 

 さらにこの「岩手医科大学医療情報連携リ

ポジトリ」を用いて、この医療情報連携リポ

ジトリをセキュアな通信網の中で被災地の中

核病院である岩手県立大船渡病院と接続し、

病院間の診療情報を時系列形式で共有するシ

ステムを構築した。 

 運用は、岩手医科大学から大船渡病院への

紹介の場合、①岩手医科大学の医師が同意書

により 

患者から同意を取得する。②岩手医科大学の

医師が診療情報送信依頼書に記入し、地域医

療連携センターに提出する。この際、同意書、

依頼書は電子カルテから印刷可能である。③

岩手医科大学の地域医療連携センターで診療

情報をオンライン送信する。④県立大船渡病

院の地域医療連携室で患者登録（名寄せ）を

実施する。⑤県立大船渡病院の医師がリポジ

トリを参照して診療情報を閲覧するものであ

る。大船渡病院から岩手医科大学への紹介も

同様の手順で行うようにした。 

 診療情報をそのまま即時に引き継ぐことか

ら、手紙などによる従来の方式と比較して、

正確で詳細な診療履歴を予め確認することが

可能である。さらに施設間の診療情報を時系

列で一覧できることから、切れ目のない連携

につながることが示された。また、クリニカ

ルパスとしての利用も可能であることが示さ

れた。 

３）医療情報連携リポジトリで共有する医療

情報の範囲 

このリポジトリで閲覧可能なデータと標準

化様式は、患者基本情報（SS-MIX）、投薬・注

射（SS-MIX）、レポート（PDF 、一部 JPEG）、

画像（DICOM）、検査（SS-MIX）である。一方、

格納されていないデータは、主訴、現症・身

体所見、治療方針（SOAP）、看護記録、サマリ、

チーム医療、スキャン文書、パス、歯科処置、

細菌検査、輸血検査、食事、脳波、筋電図、

処置、手術、リハビリ、血液浄化、予約、指

示簿、栄養指導、服薬指導、DPC、問診、経過

表、自科検査、コンサルテーションオーダ等

である。 

 このデータ種別毎の閲覧の可否について大

学病院の診療科毎にヒアリングをしたところ、

主に画像に代表される標準化された情報を用

いて連携を行っている診療科は、医療情報連

携リポジトリに概ね満足していた。一方で、

標準化が進んでいない各種文書情報こそが多



診療科間、多職種間の連携に必要であるとし

て、リポジトリの現状に大きな不満を抱える

診療科がみられた。 

４）保守費その他 

この医療情報連携リポジトリの保守費は、

年額約 1000 万円（税込）であった。 

 

３． 考察 

二次医療圏における医療情報連携ネットワ

ークは、地域の医薬連携、医療・介護連携、

在宅医療・介護連携等に有用であることが実

証されてきた。一方、二次医療圏を越えて切

れ目のない医療を提供するためには、より広

域の医療圏と多数の医療機関における情報の

共有を実現する必要がある。さらに東日本大

震災において、医療クラウド「岩手県周産期

医療情報ネットワーク」による妊婦情報の共

有が母子の健康を守った事実は、災害対策と

しての広域医療情報連携ネットワークの意義

を再認識させた。しかし、異なる地域連携ネ

ットワーク同士を繋ぐための標準規格は未だ

確立していない。また従来の医療情報連携ネ

ットワークでは SS-MIX 標準化ストレージ以

外にしばしば大容量の部門システム情報を連

携させてきたが、これはシステムにとって過

大な負荷となる欠点を有している。 

医療情報連携リポジトリに関する本研究結

果から、今後、多診療科間、多職種間の連携

を進めるには、SS-MIX 標準化ストレージに加

え、各種文書等の情報の共有が課題であるこ

とが浮き彫りにされた。コンサルテーション

や紹介状は、本来、共有や連携を前提にして

いる情報であり、例えば SOAP に比し、所有権

に関するハードルが低く、容易に公開するこ

とができると考えられた。また、今回の結果

は、すべての医療情報連携に大容量の部門シ

ステム情報が必要とは限らないことを示すも

のである。 

さらに今後は災害時を想定した遠隔地にお

ける医療情報の保全も含め、医療情報連携リ

ポジトリを維持運営するための自治体や医療

機関の負担割合の検討が大きな課題である。 

 

４．結論 

二次医療圏を超える広域医療情報連携ネッ

トワークシステムを構築するための課題につ

いて検討し、ベンダーに依存しない、診療情

報データベースによる連携が有効であること、

多診療科間、多職種間の連携には、SS-MIX 標

準化ストレージに加え、各種文書等の情報の

共有が重要であることを示した。 
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